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0.4ｍ 
以上 

６ｍ未満 

一の感知区域 

取
付

け
面

の
高

さ
 

主たる天井面 

（主たる天井面が高い場合の例） 

（主たる天井面が低い場合の例） 

0.4ｍ 
主たる天井面 以上 

1.5ｍ未満 

６ｍ未満 

一の感知区域 取
付

け
面

の
高

さ
 

0.4ｍ 
主たる天井面 以上 

1.5ｍ以上 

６ｍ未満 

一の感知区域 

取
付

け
面

の
高

さ
 

第 10-35 図 
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0.4ｍ 
以上 

３ｍ未満 

６ｍ以上 

一の感知区域 

取
付

け
面

の
高

さ
 

主たる天井面  

（主たる天井面が高い場合の例） 

0.4ｍ 
以上 

３ｍ以上 

６ｍ以上 

Ａ感知区域 Ｂ感知区域 

主たる天井面  

第 10-36 図 

（主たる天井面が低い場合の例） 

0.4ｍ 

主たる天井面 以上 

６ｍ以上 

1.5ｍ 
未満 

一の感知区域 

取
付

け
面

の
高

さ
 

0.4ｍ 

主たる天井面 以上 

1.5ｍ以上 

６ｍ以上 

Ａ感知区域 Ｂ感知区域 

第 10-37 図 



 
 

44 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（段違いの高い部分の幅が 1.5ｍ以上で、主たる天井面の幅が６ｍ未満の場合の例） 

 

 

 

 

 

 

取
付

け
面

の
高

さ
 

1.5ｍ以上 ６ｍ未満 1.5ｍ以上 

ａ ｂ ｃ 

一の感知区域 

0.4ｍ 
以上 主たる天井面 

(平面図) 

 ａ，ｂ及びｃを一の感知区域とすることができる。 
 ただし、感知器は段違いの高い天井面に設けること 

感知器の必要個数
設置する感知器１個の感知面積（㎡） 

Ｃ感知区域 Ｂ感知区域 Ａ感知区域 

第 10-38 図 

1.5ｍ以上 ６ｍ以上 1.5ｍ以上 

0.4ｍ 
以上   主たる天井面 

（段違いの高い部分の幅が 1.5ｍ以上で、主たる天井面の幅が６ｍ以上の場合の例） 
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（段違いの高い部分の幅が 1.5ｍ未満で、主たる天井面の幅が６ｍ以上の場合の例） 

1.5ｍ 
未満 

ａ 

６ｍ以上 

 
ｂ 

1.5ｍ 
未満 

ｃ 

一の感知区域 

主たる天井面 

0.4ｍ 
以上 

取
付

け
面

の
高

さ
 

 
 
 
 

 
ａ，ｂ及びｃを一の感知区域とすることができる。 

 

 

 

 

(平面図) 

感知器の必要個数

設置する感知器１個の感知面積（㎡） 

（段違いの高い部分の幅が 1.5ｍ未満で、主たる天井面の幅が６ｍ未満の場合の例） 

0.4ｍ 
以上   主たる天井面 

1.5ｍ 
未満 

6ｍ未満 

 

1.5ｍ 
未満 

一の感知区域 

取
付

け
面

の
高

さ
 

第 10-39 図 
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（段違いの高い部分の幅が３ｍ未満で、主たる天井面の幅が３ｍ以上の場合の例） 

主たる天井面 

0.4ｍ 
以上 主たる天井面 

３ｍ以上 ３ｍ未満 ３ｍ以上 

ａ ｂ ｃ 

取
付

け
面

の
高

さ
 

 
 
 
 

 
ａ，ｂ又はｂ，ｃは、一の感知区域とすることができる。 

 

 

(平面図) 

感知器の必要個数
設置する感知器１個の感知面積（㎡） 

又は 
設置する感知器１個の感知面積（㎡） 

（段違いの高い部分の幅が３ｍ以上で、主たる天井面の幅が３ｍ以上の場合の例） 

主たる天井面 

0.4ｍ 
以上 主たる天井面 

３ｍ以上 ３ｍ以上 ３ｍ以上 

Ａ感知区域 Ｂ感知区域 Ｃ感知区域 

第 10-40 図 
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（段違いの高い部分の幅が３ｍ未満で、段違いの低い部分の幅が３ｍ未満の場合の例） 

0.4ｍ 
以上 

３ｍ未満 ３ｍ未満 ３ｍ未満 

ａ ｂ ｃ 

一の感知区域 

取
付

け
面

の
高

さ
 

(平面図) 

ａ，ｂ及びｃを一の感知区域とすることができる。 

 ただし、感知器は段違いの高い天井面に設けること

 

 

 

 

設置する感知器１個の感知面積（㎡） 

感知器の必要個数

（段違いの高い部分の幅が３ｍ未満で、段違いの低い部分の幅が３ｍ未満の場合の例） 

0.4ｍ 
以上 

３ｍ未満 ３ｍ以上 ３ｍ未満 

一の感知区域 

取
付

け
面

の
高

さ
 

第 10-41 図 
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0.5ｍ 
以上 

３ｍ以上 

（棚、はり出しの場合の例） 

(平面図) 

 
 
 
 
 
 

面積 20 ㎡以上の棚、はり出し 

３ｍ以上 

３
ｍ

以
上

 

0.5ｍ 
以上 

３ｍ以上 

（つり天井の場合の例） 
(平面図) 

面積 20 ㎡以上の吊り天井 

３
ｍ

以
上

 

 
 
 
 
 
 

３ｍ以上 

第 10-42 図 
 

0.5ｍ 
未満 

３ｍ以上 

 
 
 
 
 
 

 
 

(平面図) 
面積 20 ㎡以上の棚、はり出し等 

３ｍ以上 

３
ｍ

以
上

 

第 10-43 図 
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0.5ｍ 
未満 

３ｍ以上 

 
 
 
 
 
 

 
 

(平面図) 
面積 20 ㎡以上の棚、はり出し等 

３ｍ以上 

３
ｍ

以
上

 

第 10-43 図 
 

 

10 

Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ 
ｈ 

頂上部 

Ｌ未満 Ｌ Ｌ 

頂上部 

ｈ 

第 10-44 図 
 

 
10 

Ｌ未満 Ｌ Ｌ Ｌ未満 

    Ｌ未満 Ｌ Ｌ Ｌ未満 

(平面図) 

第 10-45 図 
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10 

Ｄ 

ａ感知区域 ｂ感知区域 

前スの傾斜した天井等の 
場合に準じて設ける。 

10 

 

Ｄ 

ａ感知区域 ｂ感知区域 

第 10-47 図 
 

第 10-46 図 
 

 

10 

３以上 

10 

前スの傾斜した天井等の 
場合に準じて設ける。 

第 10-49 図 

10 
 

Ｄ 

ａ感知区域 ｂ感知区域 

第 10-48 図 

3 以上 
1.5ｍ未満 

 

前スの傾斜した天井等の場
合に準じて設ける。 

1.5ｍ未満 
（平面図） 

第 10-50 図 
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3 以上 
1.5ｍ以上 

 

前スの傾斜した天井等の
場合に準じて設ける。 

（平面図） 

第 10-51 図 
 

3 以上 
1.5ｍ以上 （平面図） 1.5ｍ以上 

10 
換気口 

越屋根部分 
（換気口） 

前スの傾斜した天井等の場
合に準じて設ける。 

越屋根部分 
（換気口） 

第 10-52 図 

保護管 
（空気管） 

変電室等 

試験器 

第 10-53 図 
 

0.8ｍ
以

上
 

1.5ｍ
以

下
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検出部 空気管 

（２重巻きの例） 

 

（コイル巻きの例） 

 

検出部 空気管 

第 10-54 図 
 

空気管 0.3ｍ以内 

1.5ｍ以内 

第 10-55 図 
 

天井面 
 

壁面 
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ℓ 

ℓ Ｌ ℓ 

ℓ 

（省令第 23 条第４項第４号ハに規定する形状） 

ℓ＝1.5ｍ以下  

Ｌ＝6ｍ以下 

（耐火にあっては 9ｍ以下） 

（その１）一辺省略の例 

ℓ 

ℓ Ｌ ℓ 

ℓ 

ℓ＝1.5ｍ以下  

Ｌ＝6ｍ以下 

（耐火にあっては 9ｍ以下） 

ℓ 

ℓ Ｌ Ｌ Ｌ ℓ 

ℓ 

ℓ 

（その２）一辺省略の例 

ℓ＝1.5ｍ以下          

 Ｌ＝6ｍ以下（耐火にあっては 9ｍ以下） 
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ℓ 

ℓ Ｌ Ｌ Ｌ ℓ 

ℓ 

Ｌ 

ℓ 

（その 3）一辺省略の例 

ℓ＝1.5ｍ以下          

 Ｌ＝6ｍ以下（耐火にあっては 9ｍ以下） 

（その４）二辺省略の例 

Ｌ 

Ｌ＝2ｍ以下（耐火にあっては 3ｍ以下） 
（その 5）二辺省略の例 

ℓ 

ℓ 

Ｌ 

ℓ＝1.5ｍ以下          

 Ｌ＝5ｍ以下（耐火にあっては 6ｍ以下） 

第 10－56 図 
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露出⾧が 20ｍ以上となるように布設すること。 

 
 
 

 
５㎡

以下 

 
 
 

 
10 ㎡以下 

 
 
 

 
５㎡

以下  

 
５㎡ 

 

 
５㎡ 

 
５㎡ 

 
５㎡ 

0.6ｍ以上 1ｍ未満のはり等 0.6ｍ以上 1ｍ未満のはり等 

第 10-57 図 
 

ℓ 

ℓ Ｌ ℓ 

ℓ 

５㎡ 

0.6ｍ以上 1ｍ未満のはり等 0.6ｍ以上 1ｍ未満のはり等 

ℓ＝1.5ｍ以下          

 Ｌ＝5ｍ以下（耐火にあっては 6ｍ以下） 
第 10-58 図 

 

ℓ 

５㎡以下 
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0.6ｍ 
未満 

ℓ   ℓ 

一の感知区域 

主たる天井面 
 

ℓ＝1.5ｍ以下          

 Ｌ＝6ｍ以下（耐火にあっては 9ｍ以下） 

（主たる天井面が高い場合の例） 

取
付

け
面

の
高

さ
 

（主たる天井面が低い場合の例） 

0.6ｍ 
主たる天井面 未満 

ℓ   ℓ 

一の感知区域 取
付

け
面

の
高

さ
 

ℓ＝1.5ｍ以下          

 Ｌ＝6ｍ以下（耐火にあっては 9ｍ以下） 

主たる天井面 

0.6ｍ 
未満 

ℓ   ℓ 

一の感知区域 

取
付

け
面

の
高

さ
 

ℓ＝1.5ｍ以下          

 Ｌ＝6ｍ以下（耐火にあっては 9ｍ以下） 

第 10-59 図 
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ℓ L L L 

（段違いの低い部分の幅が３ｍ未満の場合の例） 
 

0.6ｍ 
以上 

３ｍ未満 

一の感知区域 

取
付

け
面

の
高

さ
 

ℓ＝1.5ｍ以下          

 Ｌ＝6ｍ以下（耐火にあっては 9ｍ以下） 

第 10-60 図 
 

主たる天井面 

（段違いの低い部分の幅が３ｍ以上の場合の例） 
 

0.6ｍ 
以上 

３ｍ以上 

Ａ感知区域 Ｂ感知区域 

ℓ＝1.5ｍ以下          

 Ｌ＝6ｍ以下（耐火にあっては 9ｍ以下） 

第 10-61 図 
 

ℓ L L ℓ ℓ 
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空気管をどちらかに設置する。 

主たる天井面 

  

1.5ｍ 
未満 

一の感知区域 

取
付

け
面

の
高

さ
 

0.6ｍ 
以上 

（段違いの高い部分の幅が1.5ｍ未満の場合の例） 
 

ℓ＝1.5ｍ以下          

 Ｌ＝6ｍ以下（耐火にあっては 9ｍ以下） 

第 10-62 図 
 

ℓ 

（段違いの高い部分の幅が 1.5ｍ以上の場合の例） 
 

0.6ｍ 
以上 

  

1.5ｍ以上 

Ａ感知区域 Ｂ感知区域 

ℓ＝1.5ｍ以下          

 Ｌ＝6ｍ以下（耐火にあっては 9ｍ以下） 

第 10-63 図 
 

ℓ ℓ ℓ 
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Ｌ Ｌ 

ａ ｂ ｃ 

ａ，ｂ又はｂ，ｃは、 
一の感知区域とすることができる。 
ただし、空気管はａ及びｃの 
段違いの高い天井面に設置する。 

５ｍ（６ｍ）未満 
 

0.6ｍ 
以上 

ℓ＝1.5ｍ以下          

 Ｌ＝6ｍ以下（耐火にあっては 9ｍ以下） 

第 10-64 図 
 

（低い段違いの天井等の幅が５ｍ（耐火にあっては６ｍ）未満の場合の例） 

ℓ ℓ ℓ ℓ 

（低い段違いの天井等の幅が５ｍ（耐火にあっては６ｍ）以上の場合） 

Ｌ Ｌ 

Ｌ 

Ａ感知区域 Ｂ感知区域 Ｃ感知区域 

５ｍ（６ｍ）未満 
 

0.6ｍ 
以上 

ℓ＝1.5ｍ以下          

 Ｌ＝6ｍ以下（耐火にあっては 9ｍ以下） 

第 10-65 図 
 

ℓ ℓ 

ℓ ℓ 

ℓ ℓ 
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主たる
天井面 

主たる
天井面 

Ｌ Ｌ Ｌ 

ａ ｂ ｃ 

一の感知区域 

0.6ｍ 
以上 

３ｍ以上 1.5ｍ未満 ３ｍ以上 

ℓ＝1.5ｍ以下          

 Ｌ＝6ｍ以下（耐火にあっては 9ｍ以下） 

第 10-66 図 
 

（段違いの高い部分の幅が 1.5ｍ未満の場合） 

ℓ ℓ 

0.6ｍ 
以上 

Ｌ Ｌ Ｌ 

Ａ感知区域 Ｂ感知区域 Ｃ感知区域 

ℓ＝1.5ｍ以下          

 Ｌ＝6ｍ以下（耐火にあっては 9ｍ以下） 

第 10-67 図 
 

（高い段違いの天井等の幅が 1.5ｍ以上の場合） 

ℓ ℓ ℓ ℓ ℓ ℓ 

３ｍ以上 1.5ｍ未満 ３ｍ以上 
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空気管 0.5ｍ以上 

３ｍ以上 

天井面の空気管へ 
 
 
 
 
 
 

 
３ｍ以上 ３ｍ以上 

３
ｍ

以
上

 

（平面図） 

（棚、はり出しの場合の例） 

0.5ｍ以上 

３ｍ以上 

空気管 

（つり天井の場合の例） 

 
 
 
 
 
 

３ｍ以上 

面積 20 ㎡以上の吊り天井 

３
ｍ

以
上

 

天
井
面
の
空
気
管
へ 

（平面図） 

第 10-68 図 
 

空気管 0.5ｍ未満 

棚、はり出し等 

ℓ Ｌ ℓ 

面積 20 ㎡以上 
棚、はり出し等 

ℓ Ｌ 

Ｌ 

ℓ 

ℓ 

ℓ 

（平面図） 

ℓ＝1.5ｍ以下          

 Ｌ＝6ｍ以下（耐火にあっては 9ｍ以下） 

第 10-69 図 
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頂上部に空気管を設ける。 
 

3 以上 

 

ℓ 

最大間隔 
8ｍ(9ｍ) 

最小
間隔 

平均間隔  2ｍ 
 5ｍ(6ｍ) (3ｍ) 

左右対称となるように設ける。 

ℓ 

ℓ 1ｍ以内 

 
 
 
 

 

ℓ 

第 10-70 図 
  

10 

Ｄ 

ａ感知区域 ｂ感知区域 

前コの傾斜した天井等の
場合に準じて設ける。 

第 10-72 図 

10 
 

Ｄ 

ａ感知区域 ｂ感知区域 

第 10-71 図 
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Ｄ 

ａ感知区域 ｂ感知区域 

第 10-73 図 
 

 

10 

３以上 

10 

第 10-74 図 
 

前コの傾斜した天井等の
場合に準じて設ける。 

3 以上 
1.5ｍ未満 

 

第 10－75 図 
 

前コの傾斜した天井等の
場合に準じて設ける。 

3 以上 
1.5ｍ以上 

 

一の感知区域 

第 10－76 図 
 

前コの傾斜した天井等の
場合に準じて設ける。 

3 以上 
1.5ｍ以上 

10 
換気口 

越屋根部分 
（換気口） 

２重巻き又は
コイル巻き 越屋根部分 

（換気口） 

第 10－77 図 
 

1.5ｍ以上 
（平面図） 

前コの傾斜した天井等の
場合に準じて設ける。 
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1.5ｍ 
以内 

 検
出
部 

第 10－78 図 
 

ビニル被覆 空気管 

 

ワイヤー 

（メッセンジャーワイヤー） 
 

 
 

テンション用ボルト 

（止め金具を用いてアングル等に固定する方法） 

第 10－79 図 

35 ㎝以内 

 

空気管 

５㎝以内 

空気管 

５
㎝

以
内

 

ステップル 

第 10－80 図 
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空気管 
５㎝以内 ５㎝以内 

ステップル 

第 10－81 図 

スリープ 

（88 ㎡） 
72 ㎡以下 

熱電対部 4 個以上 

（感知区域の床面積が 72 ㎡（88 ㎡）以下の場合） 

検
出
部 （ ）内は、特定主要構造部を耐火構造 

とした防火対象物 

（感知区域の床面積が 72 ㎡（88 ㎡）を超える場合） 

熱電対部 20 個以下 

18 ㎡（22 ㎡）以下 

（ ）内は、特定主要構造部を耐火構造 
とした防火対象物 

第 10－82 図 

Ｘ 

Y 

第 10－83 図 

Ｙ：Ｘ＝１：4.5 以内 
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35 ㎝以内 5 ㎝以内 5 ㎝以内 35 ㎝以内 

ステップル等 熱電対部 

第 10－84 図 

感知区域Ａ 
 130 ㎡ 

感知区域Ｃ 
 100 ㎡ 

熱半導体式 

15ｍ未満 
8ｍ以上 

8ｍ未満 

感知区域Ｂ 
100 ㎡ 

第 10－85 図 

（特定主要構造部を耐火構造とした防火対象物  熱半導体式（１種）の場合） 
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感知線 

ｒ 

第 10－86 図 

取付け間隔 

感知器の種別 

水平距離（ｒ） 

耐火 非耐火 

特 殊 4.5 ｍ以下 ３ｍ以下 

１ 種 4.5 ｍ以下 ３ｍ以下 

２ 種 ３ｍ以下 １ｍ以下 
 

端子板 端子板 

第 10－87 図 

 
1.5ｍ以上 

 
1.5ｍ以上 

ａ 

ａの距離が１ｍ以上の場合は状況により 1.5ｍ以内 
とすることができる。 

第 10－88 図 
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45°以上 

土台等 

第 10－89 図 

 
 

 
 
煙感知器 

出
入
口 

○天井の低い居室：天井高が 2.3ｍ以下 
○狭い居室：床面積がおおむね 40 ㎡未満 

第 10－90 図 

 
1.5ｍ以上 

第 10－91 図 

吹き出し口 吸気口 

天井面 0.6ｍ以内 

はり等 
0.6ｍ以内 

第 10－92 図 

はり等 

第 10－93 図 

天井面 天井面 

0.6ｍ以上 0.6ｍ以上 

壁面 

0.6ｍ以上 
突出したはり等 

Ａ感知区域 Ｂ感知区域 

第 10－94 図 
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0.6ｍ以上 1ｍ未満のはり等 

：第 10－６表に定める床面積 

第 10－95 図 

小区画に 
近接するように設ける 

0.6ｍ以上 
1ｍ未満のはり等 

小区画 
（10 ㎡以下） 

第 10－96 図 

：感知区域 

Ｌ：歩行距離 

Ｌ Ｌ １／２Ｌ 

細⾧い居室 3ｍ未満 

第 10－97 図 
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取付け面の下方 0.6ｍ未満 

間仕切等 

：同一感知区域 

第 10－98 図 

開口部から 0.3ｍ以内 
取付け面の下方 0.6ｍ未満 

間仕切等 

第 10－99 図 

：同一感知区域 


